
05
－障害者の農業を通じた自立と地域との交流－

各人が得意な仕事を担当する。肥料や水撒き。

収穫した野菜の整理、計量、袋詰め 地域のイベントに参加し、野菜の販売を行う

農 業

農福連携

神戸市西区

概 要
・施設利用者の屋外作業を求める声に
対応するため、農作業を開始。障害者
と地域とのつながりが大切との考えか
ら、農業の盛んな地域でほ場を確保し、
野菜を栽培してイベントや契約レスト
ランに向け販売。
・週３回、専業農家のところで、収穫
作業の受託を開始。
・若者とその保護者に農福連携の取り
組みを伝えたいとの思いから
InstagramやFacebookやtiktok等の
SNSを活用して情報を発信。

成 果
・近隣農家との受託契約では、品質に対
する意識が向上するとともに、契約農家
から利用者の頑張る姿に感謝され、地域
とのつながりを深めることができた。
・支援学校から農作業に興味がある学生
の紹介が増えてきている。
・定期的な野菜販売のイベントで、「お
いしかった」「こんな野菜が欲しい」等
の声掛けをしてもらえるなど、よつばの
活動に期待してくれるお客様が増えてき
ている。
・障害者就労人数3人(R3)→9人(R4)
・高校生実習人数0人(R3)→4人(R4)


